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今 月 の 表 紙
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Hello New Baby

こんにちは赤ちゃん

男 ………………………… 4,165人
女 ………………………… 4,743人
計 ………………………… 8,914人
世帯 …………………… 4,927世帯

（－６）
（±０）
（－６）
（－６）

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

＜ 8 月 31 日現在＞
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ジオパーク通信18

イベントカレンダー19

３ pickup news
虻田ふれ合いセンターに
クライミングウォール完成
ワンポイント手話

読書の家から
地域おこし協力隊通信　vol. ７

16

４ 特集　敬老の日

20 spotlight
チャシバク INN をオープン
田中陽介さん
東奔西走／今月のワンショット

さわやかだより
がんを防ぐ―がん検診を受けましょう

15

お知らせ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

10

８ まちのわだい

大友　蒼ちゃん																												
　　（あおい）
里恵さん

７月 24日生　入４区

奥岡　友晴くん
　　　　（ともはる）

稔大さん・杏菜さん
７月 26日生　香川

６ 英国ボランティア青年
ようこそ洞爺湖町へ
人づくり育成事業視察レポート vol. ２
今後の営農に役立てるために

７

三浦　空桜ちゃん																												
　　　　（そら）

裕太さん・千穂さん
７月 17日生　温８区

消防だより17

ジオの恵みフードスクール

　 大 玉 水 中 花
火 ５ 連 発 が ９
月１日、洞爺湖
温 泉 で 披 露 さ
れました。洞爺
湖 上 で ピ ン ク
や青、緑など５
色 の 光 の 大 輪
が湖面と温泉街を照らし、観客の目を楽しませまし
た。

社会を明るくする標語14
各地域で神社の祭典
高橋建設　草刈りボランティア
ななかまどの会　雑巾寄贈

　テレビや新聞でおなじみ「青ちゃん」
こと青山則靖シェフが今年も洞爺湖町に
やってきます！
　今回もジオ食材をテーマにちょっと贅沢な家庭料理を
教えてくれます。おいしい「洞爺食材」を使っていつも
と少し違う食卓を楽しみませんか？
■日　　時 10 月 28 日（日）13 時～ 15 時
■場　　所 洞爺財田自然体験ハウス
■参 加 費  1,000 円／人
■定　　員 30 人
■メニュー ①洞爺湖町食材いっぱいスペイン風オムレツ
 ②色々な豆のタコライス
 ③鮭とホタテのフィッシュ＆チップス
 ④大根と人参のサラダ　なたね油ドレッシング
■問 合 せ  農業振興課（☎ 82-5111）
※定員を超えると抽選となります。また、メニューは変
更になる場合があります。

18

19
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20

15
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ジオの恵みフードスクールジオの恵みフードスクール
テレビや新聞でおなじみ「青ちゃん」

こと青山則靖シェフが今年も洞爺湖町に

　今回もジオ食材をテーマにちょっと贅沢な家庭料理を
教えてくれます。おいしい「洞爺食材」を使っていつも
と少し違う食卓を楽しみませんか？

10 月 28 日（日）13 時～ 15 時
 洞爺財田自然体験ハウス

①洞爺湖町食材いっぱいスペイン風オムレツ
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pickup news

　毎月、職員が今月の手話を紹介します。
第４回目は平成 30 年度採用教育委員会
管理課横山千里です。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グル
ープ（☎ 74-3001）

手話
ワンポイント

　
　
爺
湖
町
商
工
会
が
整
備
を
進

　
　ロ

ビ
ー
内
に
完
成
。
８
月
31
日
に

は
、
関
係
者
約
20
人
が
参
加
し
、

お
披
露
目
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
は
高

さ
、
幅
と
も
に
約
６
㍍
で
、
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
と
リ
ー
ド
、
ス
ピ
ー
ド

の
３
種
目
に
対
応
。
初
心
者
か
ら

上
級
者
ま
で
利
用
で
き
る
よ
う
に

ホ
ー
ル
ド
を
配
置
し
、
壁
が
手
前

に
傾
斜
し
た
難
易
度
の
高
い
面
も

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
洞
爺
湖
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

の
舘
岡
恵
一
会
長
は
「
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
多
く
の
人
に
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
９
月
12
日
か
ら
は
一
般
開
放
さ

れ
、
初
日
に
は
町
内
外
か
ら
訪
れ

た
約
20
人
が
楽
し
み
ま
し
た
。

虻田ふれ合いセンターに

完成

■日　時　毎週水曜日18時～ 21時
■場　所　虻田ふれ合いセンター
■料　金　無料
■その他　利用する場合は、ク
ラブの定める誓約事項に承諾の
うえ、署名が必要
■問合せ　洞爺湖クライミング
クラブ事務局（☎ 76-2311 ＜洞
爺湖町商工会＞）

一般開放

クライミング
ウォール

お披露目式で模擬演技を行う舘岡会長

洞
め
て
い
た
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ

ー
ル
が
、
虻
田
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー

「ありがとう」

左手の甲に右手を直角にのせ 上に少しあげる

に
傾
斜
し
た
難
易
度
の
高
い
面
も

　
洞
爺
湖
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

の
舘
岡
恵
一
会
長
は
「
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
多
く
の
人
に
楽
し
ん

「ありがとう」「ありがとう」

一般開放の日にボルタリングを楽しむ人たち



　
　
月
17
日
は
敬
老
の
日
。
総
務

　
　

省
の
調
査
で
は
、
日
本
全

国
で
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は

３
５
５
７
万
人
（
９
月
15
日
現

在
）。
総
人
口
に
占
め
る
高
齢

者
人
口
は
28
・
１
％
と
過
去
最

高
で
す
。
一
方
、
町
内
で
は
、

3
6
4
2
人
い
ま
す
。（
８
月
31

日
現
在
）

　
町
内
各
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ

で
は
、
敬
老
の
日
に
合
わ
せ
て
、
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特集

長
寿
ま
つ
り
な
ど
を
開
催
。
お
い

し
い
食
事
や
カ
ラ
オ
ケ
、
抽
選

会
、
ゲ
ー
ム
な
ど
で
地
域
の
お
年

寄
り
の
長
寿
を
祝
い
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　
５
ペ
ー
ジ
で
は
、
元
気
な
高
齢

者
の
皆
さ
ん
に
、
い
く
つ
に
な
っ

て
も
健
康
で
過
ご
し
て
も
ら
う
た

め
、
町
内
で
行
っ
て
い
る
５
つ
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。　

敬老の日

美沢東・西合同敬老会

入江３区敬老会

かっこうクラブ敬老祝賀会

楽栄クラブ長寿を祝う会

栄クラブ長寿まつり

青葉１区長寿まつり

９



　ふれあい交流会は、町内に住んでいるひと
り暮らしの高齢者や高齢者夫婦世帯の人を対
象に、健康で生きがいのある暮らしが送れる
ように開催しています。交流会では、地域の
ボランティアに協力してもらいながら、簡単
なゲームや軽い体操、お昼には手作りの料理
を味わい、お互いの近況を語り合うなど楽し
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い
く
つ
に
な
っ
て
も

はつらつ楽
がくしゅう

習！脳の健康教室

健
康
で
過
ご
す
た
め
に

　はつらつ楽習！脳の健康教室は、
地域でいくつになっても元気ではつ
らつとした生活が送れるように、認
知症予防の教室を開講しました。
　９月４日には、健康福祉センター
さわやかで開講式が行われ、受講者
13 人と教室サポーター９人が参加。
当日は、自己紹介の後、スタート教
材を使い楽習を行ったほか、教室前
後の効果を測定するためのファイブ
コグなどを行いました。

　公文学習療法センターの読み書き（音読）、簡単な計算の教材を使って継続的に学
習すると、脳の前頭前野が活性化され、高齢者の認知症予防に効果があるという東北
大学の川島隆太教授（医学博士）の研究成果、教材を基に行っています。
　対象者は 70歳以上の人（他要件あり）で、期間は６か月間、週１回、１クラス 10
人程度で仲間やボランティアと楽習や会話を楽しみます。
■問合せ　社会福祉協議会（☎ 76-4363）

　コグニの集いは、月１回、洞爺
駅交流センター２階で開催してい
ます。コグニサイズとは、コグニ
ション（認知）とエクササイズ（運
動）を組み合わせた造語で、脳と
からだの機能を効果的に向上させ
ることをねらっています。集いで
は、ストレッチから始め、コグニ
サイズの後には簡単な脳トレなど
も行っています。
■問合せ　社会福祉協議会（☎
76-4363）

　ふれあい・いきいきサロンは、
各地域を拠点に住民の皆さんとボ
ランティアが協働で企画、内容を
決めて運営していく、自主的で自
由な楽しい仲間づくりの活動で
す。
　現在、町内では 12 か所でサロ
ンが立ち上がり、それぞれ特色の
ある活動を行っています。
■問合せ　社会福祉協議会（☎
76-4363）

　げんきクラブでは、寝たきりや
転倒を予防し、これからも自宅で
の生活が続けられるように、運動
やもの忘れ予防を中心とした介護
予防教室を行っています。
　虻田地区は健康福祉センターさ
わやかで、洞爺地区は洞爺温泉病
院で月１回開催。
　血圧測定や健康相談、ストレッ
チ、脳トレーニングなどを行って
います。
■問合せ　健康福祉センターさわ
やか（☎ 76-4006）

いひとときを過ごします。
　虻田地区は健康福祉センターさわやかで、５月から 11月までの毎週水曜日。洞爺
地区は洞爺ふれ愛センターで毎月１回開催しています。
■問合せ　社会福祉協議会（☎ 76-4363）

ふれあい交流会

コグニの集い げんきクラブ ふれあい・いきいきサロン

教材を使って楽習する受講者

昼食を味わいながら交流

座ってコグニサイズ

楽しみながらストレッチ

本町２区老人会



ようこそ洞爺湖町へ

̶ 洞爺湖町の第一印象は？
本当に親しみやすい場所でとてもきれいです。
̶ 洞爺湖町での１年間をどう過ごしたいですか？
洞爺湖町にいる間、冒険したり、景色を楽しみたいです。
̶ 町民へ一言
皆さんのおもてなしと友情に感謝します。

　洞爺国際交流協会では９月５日、歓迎レセプションを洞
爺総合センターで開催し、会員など約 40人が参加しまし
た。
　岡本拓也会長の歓迎のあいさつの後、英国青年２人が紹
介され、「これからよろしくお願いします」と日本語であ
いさつ。会員と交流しました。

生年月日　2000年 3月 13日生まれ
出 身 地　イギリス　ダラム
将来の夢　先生とミュージシャン

英国ボ
ランティア青年

今　　年も英国からのボランティア青年２人が来町しました。９月４日には、洞爺湖町役場を訪れ、　　真屋町長にあいさつをしました。２人は、約１年間町内に在住し、英語教室など町民と触れ合
う中で日本の文化を学びます。町の中で見かけたら気軽に声をかけてあげてください。

Harvey
サミュエル・ハービー

ジョンティ・ハイド

さん
Samuel

さん
Jonty Hyde

生年月日　2000年７月 21日生まれ
出 身 地　イギリス　バークシャー
将来の夢　映画の勉強をして評論家になりたい
̶ 洞爺湖町の第一印象は？
洞爺湖町はとても美しく、皆さん親しくしてくれます。この地
域のことを紹介してくれるので、とてもうれしいです。
̶ 洞爺湖町での１年間をどう過ごしたいですか？
日本を学んで、たくさんの人に会いたいです。洞爺湖町や日本
のことを見たり、学んだりしたいです。
̶ 町民へ一言
皆さんからの優しさと日本語を習い始めたばかりの僕たちを心
よく受け入れてくださり感謝します。
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歓迎レセプション



　
　
で
は
、
地
域
社
会
を
担
う
人

　
　
材
の
育
成
の
た
め
に
「
人
づ

く
り
育
成
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
実
際
に
事
業
を
活
用
し
て
、

と
う
や
湖
農
協
青
年
部
21
人
が
３

月
26
日
か
ら
28
日
に
道
外
視
察
研

修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
視

察
レ
ポ
ー
ト
の
概
要
を
紹
介
し
ま

す
。

　
青
森
県
上
北
郡
六
戸
町
周
辺
農

場
３
件
、
青
森
県
株
式
会
社
苫
米

地
技
研
工
業
、
宮
城
県
仙
台
市
仙

台
中
央
卸
売
市
場
仙
台
中
央
青
果

卸
売
株
式
会
社
、
宮
城
県
石
巻
市

～
東
松
山
市
被
災
地
巡
り

　
部
員
の
半
数
以
上
が
作
付
し
て

い
る
、
ゴ
ボ
ウ
・
長
芋
の
圃
場
の

収
穫
作
業
を
視
察
し
、
作
業
や
機

械
を
見
て
今
後
の
営
農
に
役
立
て

ま
す
。
取
引
の
あ
る
農
機
具
販
売

メ
ー
カ
ー
、
市
場
を
視
察
し
、
現

在
の
状
況
を
把
握
し
ま
す
。

■
青
森
県
上
北
郡
六
戸
町
周
辺
農

場
３
件
︵
長
芋
・
ゴ
ボ
ウ
︶

　
１
件
目
の
長
芋
で
は
、
洞
爺
湖

周
辺
で
は
使
用
し
て
い
な
い
機
械

で
の
収
穫
作
業
を
行
っ
て
い
て
、

収
穫
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
一
人
一

人
の
作
業
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
長
芋
を
生
産
し
て
い
る

部
員
は
、「
収
穫
も
早
い
し
、座
っ

た
ま
ま
作
業
で
き
る
の
が
楽
」
と

の
声
も
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
２
件
目
の
長
芋
で
は
、
馴
染
み

の
あ
る
収
穫
作
業
で
す
が
、
北
海

道
と
比
べ
る
と
半
月
以
上
収
穫
が

早
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
３
件
目
の
ゴ
ボ
ウ
で
は
、
使
用

し
て
い
る
収
穫
機
械
も
洞
爺
湖
町

内
で
は
使
用
し
て
い
る
人
が
少
な

い
よ
う
で
し
た
。
掘
り
取
る
ス

ピ
ー
ド
が
速
く
、
振
動
し
な
が
ら

ゴ
ボ
ウ
が
上
が
っ
て
く
る
の
で
土

も
落
ち
、
そ
の
ま
ま
コ
ン
テ
ナ
へ

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
コ
ン

テ
ナ
を
後
ろ
に
つ
い
て
い
る
台
か

ら
直
接
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
、
新

し
い
コ
ン
テ
ナ
を
積
ん
で
す
ぐ
ス

タ
ー
ト
で
き
ま
す
。
収
穫
ス
ピ
ー

ド
や
ゴ
ボ
ウ
に
つ
い
た
土
を
取
ら

な
く
て
も
い
い
点
な
ど
か
ら
生
産

を
し
て
い
る
部
員
に
と
っ
て
、
大

変
興
味
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

■
株
式
会
社　
苫
米
地
技
研
工
業

　
苫
米
地
社
長
よ
り
屋
外
に
展
示

し
て
あ
る
機
械
の
説
明
を
受
け
た

後
、
事
務
所
内
で
苫
米
地
技
研
よ

り
販
売
し
て
い
る
農
機
具
に
よ
る

収
穫
作
業
な
ど
の
動
画
を
視
聴
し

ま
し
た
。

人づくり育成事業
視察レポート vol. ２

視
察
先

目
　
的

視
察
レ
ポ
ー
ト

■
仙
台
中
央
卸
売
市
場
仙
台
中
央

青
果
卸
売
株
式
会
社

　
昨
年
の
実
績
や
市
況
、
受
入
状

況
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
市

場
内
を
視
察
し
、
現
在
ど
の
サ
イ

ズ
が
多
く
出
て
い
て
、
消
費
者
か

ら
は
ど
の
サ
イ
ズ
が
求
め
ら
れ
て

い
る
か
な
ど
、
現
物
を
見
な
が
ら

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　町の活性化のため行動できる人材の育成のために、
自主的な国内の研修の費用を助成する事業です。
■目　的　人材育成及び地域活性化のための先進地　
　　　　　視察研修（国内）
■年　齢　18 歳以上の個人・団体（町内に３か月以
　　　　　上住んでいる人）
■問合せ　教育委員会社会教育課社会教育グループ
　　　　　（☎ 74-3010）

人づくり育成事業とは…

■
被
災
地
巡
り

　
一
般
社
団
法
人
防
災
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
被
災
地
語
り
部
ガ
イ
ド
中

井
さ
ん
の
案
内
で
、
東
日
本
大
震

災
の
地
を
訪
問
し
ま
し
た
。
各
所

で
起
こ
っ
た
悲
惨
な
出
来
事
な
ど

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
７
年
が
経
ち
ま
す

が
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
報
道
さ
れ
て

い
る
も
の
と
は
違
い
、
復
興
は
そ

れ
ほ
ど
進
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
震
災
が
起
こ
っ
た
場
合

全
体
を
通
し
て
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に
一
人
で
も
多
く
の
人
が
助
か
る

よ
う
に
、
未
来
に
向
け
て
こ
の
震

災
の
こ
と
を
伝
え
、
忘
れ
な
い
で

ほ
し
い
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
圃
場
・
農
機
具
・
市
場
全
て
が

新
鮮
で
し
た
。
普
段
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
作
業
を
見
る
こ
と
で
刺

激
と
な
り
、
今
後
の
営
農
の
参
考

と
な
り
ま
し
た
。

　
被
災
地
で
は
、
現
地
で
当
時
の

状
況
・
現
状
、
ガ
イ
ド
の
説
明
を

受
け
、
部
員
一
人
一
人
、
被
災
者

の
思
い
や
震
災
の
恐
ろ
し
さ
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。

今後の営農に
役立てるために

町

長芋の収穫作業を見学

現物を見ながら市場内を見学



　

三豊フレンドリーツアーで小学生来町
地元小学生と交流を深める

　
　
爺
湖
町
水
泳
協
会
は
第
29
回
洞

　
　
爺
湖
町
水
泳
競
技
大
会
を
町
民

プ
ー
ル
で
開
催
し
、
洞
爺
湖
町
水
泳

少
年
団
や
伊
達
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

の
ほ
か
、
町
内
の
小
中
学
生
の
ス
イ

マ
ー
な
ど
32
人
が
参
加
し
、
自
己
記

録
の
更
新
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
男
女
と
も
小
学
１・
２
年

生
、同
３・４
年
生
、同
５・６
年
生
、

中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
の
年
齢
別

で
行
わ
れ
、
種
目
は
８
種
類
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
、
仲
間

や
家
族
の
声
援
を
背
に
、
力
強
い
泳

ぎ
を
披
露
し
ま
し
た
。

のわだい
まち

24
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25
自己記録更新に挑戦�
第 29回洞爺湖町水泳競技大会

　
　
好
都
市
の
三
豊
市
か
ら
小
学

　
　

生
が
３
泊
４
日
の
日
程
で
洞

爺
湖
町
に
来
町
し
、
地
元
小
学
生
と

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

来
町
し
た
の
は
、「
ふ
る
さ
と
・

ふ
れ
あ
い・フ
レ
ン
ド
リ
ー
ツ
ア
ー
」

の
小
学
6
年
生
26
人
と
引
率
者
３
人

の
総
勢
29
人
。

　
滞
在
中
に
は
遊
覧
船
に
乗
っ
て
中

島
散
策
や
洞
爺
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
・
火
山
科
学
館
見
学
な
ど
を
実

施
。
カ
ヌ
ー
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
堀
り
な

ど
も
体
験
し
、
洞
爺
湖
町
で
の
短
い

生
活
を
満
喫
し
ま
し
た
。

８ 新鮮洞爺の野菜直売
青年農業者団体ACとうや

８

ジャガイモ堀りを楽しむ子どもたち勢いよく飛び込む選手

スイートコーンを買い求める住民たち本選出場を果たした皆さん

友

洞

洞

26

８８

熱唱披露
NHKのど自慢公開放送

　
　
爺
湖
町
と
豊
浦
町
の
青
年
農
業

　
　

者
で
構
成
す
る
A
C
と
う
や

（
小
山
雄
矢
会
長
）
主
催
の
野
菜
直

売
所
が
、
虻
田
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
駐

車
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

午
後
の
販
売
時
間
に
合
わ
せ
て

採
っ
た
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
3
0
0

本
の
ほ
か
、
大
根
や
ニ
ン
ジ
ン
、
枝

豆
な
ど
約
15
種
類
の
新
鮮
な
野
菜
や

果
物
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。
小
山
会

長
は
「
と
う
や
の
野
菜
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
こ
う
い

う
活
動
を
続
け
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
　
H
K
の
人
気
番
組
「
の
ど
自

　
　
慢
」
の
公
開
生
放
送
が
、
堀
内

孝
雄
さ
ん
と
岩
崎
宏
美
さ
ん
を
ゲ
ス

ト
に
迎
え
、
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
前
日
の
厳
し
い
予
選
を

通
過
し
た
20
組
が
出
演
し
、
応
援
を

背
に
自
慢
の
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。　

審
査
の
結
果
、チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、

町
内
在
住
の
坪
井
広
宣
さ
ん
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

予
選
会
に
は
、
町
内
外
か
ら

２
０
４
組
が
挑
み
、
本
選
出
場
に
向

け
て
熱
い
歌
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。

N
26
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
争
の
悲
惨
さ
や
愚
か
さ
、
平
和

　
　

の
尊
さ
を
伝
え
る
「
す
い
と

ん
食
べ
て
戦
争
を
語
り
つ
ぐ
集
い
」

（
洞
爺
湖
町
非
核
平
和
の
ま
ち
づ
く

り
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
虻
田
ふ

れ
合
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
約
50
人

が
恒
久
平
和
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
戦
争
体
験
の
D
V
D

を
鑑
賞
し
た
後
、
手
作
り
の
す
い
と

ん
を
味
わ
い
な
が
ら
、
体
験
を
語
り

合
い
ま
し
た
。
木
村
利
正
委
員
長
が

「
子
ど
も
や
若
い
人
に
戦
争
の
悲
惨

さ
を
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

２
９ 戦争体験の記憶を次世代へ

すいとん食べて戦争を語りつぐ集い
　
　
56
回
全
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
洞
爺

　
　
湖
大
会
（
日
本
サ
イ
ク
リ
ン
グ

協
会
、
北
海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会

が
主
催
）
が
洞
爺
湖
温
泉
街
を
発
着

点
に
行
わ
れ
、
１
８
４
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
温
泉
街
の
遊
覧
船
乗
り

場
横
特
設
会
場
を
ス
タ
ー
ト
と
ゴ
ー

ル
地
点
と
し
て
、
洞
爺
湖
を
反
時
計

回
り
に
進
む
、全
長
36・３
㌔
の
コ
ー

ス
。

　
参
加
者
は
、
快
晴
の
下
で
の
洞
爺

湖
畔
の
絶
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
心

地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

洞爺湖を駆け抜ける
第 56回全道サイクリング洞爺湖大会

　
　
成
30
年
度
洞
爺
湖
町
ア
イ
ヌ
先

　
　
住
民
族
慰
霊
祭
（
洞
爺
湖
ア
イ

ヌ
協
会
主
催
）
が
、
歴
史
公
園
「
先

住
民
族
慰
霊
碑
」
前
で
厳
か
に
行
わ

れ
、
約
20
人
が
参
加
し
、
先
祖
や
神

に
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。
慰
霊
祭
で

は
、
火
の
神
、
幣
場
を
司
る
神
、
家

の
守
り
神
そ
れ
ぞ
れ
に
祈
り
を
捧
げ

る
カ
ム
イ
ノ
ミ
と
先
祖
を
供
養
す
る

イ
チ
ャ
ル
パ
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
藤
野
満
裕
会
長
が
「
皆

さ
ん
の
協
力
で
民
族
儀
式
を
行
え
た

こ
と
を
感
謝
し
ま
す
」
と
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

先祖、神に祈り
アイヌ先住民族慰霊祭

　
　
年
、
春
と
秋
に
行
わ
れ
て
い
る

　
　
「
緑
は
ど
う
な
っ
た
？
」
授
業

が
洞
爺
湖
温
泉
小
学
校
で
行
わ
れ
、

全
校
児
童
33
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
授
業
は
、
有
珠
山
噴
火
後
の

緑
の
再
生
を
通
し
て
、
噴
火
災
害
や

減
災
、
自
然
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。　

　
今
回
は
宝
物
探
し
と
題
し
、
洞
爺

湖
畔
の
森
で
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ト
チ
ノ
キ

の
種
を
採
取
。
採
っ
た
種
を
来
年
の

春
の
植
樹
に
向
け
「
大
き
く
育
っ
て

ね
」
と
願
い
を
込
め
て
、
ポ
ッ
ト
に

植
え
ま
し
た
。

18
９ 自然への理解を深める

「緑はどうなった？」授業23
９

９

ポットに種を植える温泉小学校の子どもたち

自然を楽しみながら温泉街の湖畔を走る選手すいとんを食べて語り合う皆さん

厳粛な中で執り行われたアイヌ民族慰霊祭

第

毎

戦

平

２
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国
民
年
金
保
険
料
は
前
納
が

お
得
で
す

暮
ら
し お知らせ

information

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室　
☎
0
1
4
3

－

50

－
1
0
0
4
）
／
住
民
課

住
民
・
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎

74
－

3
0
0
2
）

国
民
年
金
か
ら

遺
品
整
理
サ
ー
ビ
ス
の

ト
ラ
ブ
ル

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は

割
引
の
あ
る「
前
納
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

　

口
座
振
替
で「
前
納
」
す
る
と

現
金
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
に
よ
る「
前
納
」
よ
り
も
割

引
額
が
多
く
お
得
で
す
。

納付方法 １か月分 ６か月分 １年分 ２年分

月々の支払の合計額 16,340円 98,040円 196,080円 393,000円
（注）

前
　
納

現金・クレジットカード支払
（割引額）

97,240円
（800円）

192,600円
（3,480円）

378,580円
（14,420円）

口座振替
（割引額）

16,290円
（50円）

96,930円
（1,110円）

191,970円
（4,110円）

377,350円
（15,650円）

（注）　平成 30年度保険料 16,340円の 12か月分と平成 31年度保険料 16,410円の 12か
月分の合計です。

　

交
通
事
故（
自
動
車
事
故
や
自

転
車
事
故
な
ど
）
や
飲
食
店
で
の

食
中
毒
な
ど
、
第
三
者（
加
害
者
）

の
行
為
に
よ
っ
て
け
が
や
病
気
に

な
っ
た
と
き
、
本
来
、
治
療
費
は

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
行

為
で
け
が
や
病
気
に
な
っ
た

と
き
は
？

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら

加
害
者
が
全
額
負
担
す
る
の
が
原

則
で
す
が
、
被
保
険
者
証
を
使
っ

て
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

治
療
費
の
う
ち
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
負
担
分
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
が
一
時
的
に
立
て
替
え

て
、
後
日
加
害
者
に
請
求
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

■
第
三
者
の
行
為
と
は

　
交
通
事
故
、
他
人
の
飼
い
犬
に

か
ま
れ
た
、
購
入
食
品
や
飲
食
店

な
ど
で
の
食
中
毒
、
暴
力
行
為
な

ど■
必
ず
医
療
機
関
に
伝
え
ま
し
ょ
う

　
医
療
機
関
に
対
し
て
第
三
者
行

為
に
よ
る
け
が
な
ど
に
よ
り
、
保

険
証
を
使
用
し
て
治
療
を
受
け
る

こ
と
を
し
っ
か
り
と
伝
え
ま
し
ょ

う
。

■
警
察
に
届
け
出
ま
し
ょ
う

　
交
通
事
故
の
と
き
は
、
け
が
の

程
度
が
軽
く
て
も
必
ず
警
察
に
届

出
し
、
人
身
事
故
と
し
て
事
故
証

明
書
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

■
必
ず
役
場
の
窓
口
に
申
請
し
ま

し
ょ
う

　
法
令
に
よ
り
、
す
ぐ
に
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
に
届
出
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
必
ず
役
場
の
窓
口
へ
第
三
者

行
為
に
よ
る
被
害
届
の
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届

（
役
場
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
）、
被

保
険
者
証
、
被
保
険
者
の
印
鑑
、

事
故
証
明
書（
後
日
で
も
可
）
な
ど

■
問
合
せ　

北
海
道
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合（
☎
0
1
1－

2
9
0－

5
6
0
1
）
／
住
民

課
国
保
医
療
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
2
）

　
遺
品
整
理
サ
ー
ビ
ス
は
、
親
族

な
ど
を
亡
く
し
た
人
か
ら
の
依
頼

で
、
個
人
が
所
有
し
て
い
た
物
品

の
整
理
や
処
分
を
行
う
も
の
で
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
遺
品
整

理
を
依
頼
す
る
人
た
ち
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
遺
品
整
理
業
者
は
、

片
付
け
業
・
便
利
屋
な
ど
の
小
さ

な
業
者
が
請
け
負
っ
て
い
る
こ
と

も
多
く
、
次
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
見
積
も
り
の
と
き
に
急
か
さ
れ

て
契
約
し
た
が
、
作
業
が
始
ま
ら

な
い
の
で
解
約
し
た
い
。
見
積
も

り
無
料
と
い
い
な
が
ら
、
実
際
に

広告 広告
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運転免許更新時講習日程
場所　だて歴史の杜カルチャーセンター
■ 10月
優良（30分）
22日（月）13：30～　25日（木）13：30～
一般（60分）
25日（木）14：30～
違反（120分）
22日（月）14：30～
初回（120分）
18日（木）18：30～

■ 11月
優良（30分）
２日（金）18：30～　８日（木）13：30～
一般（60分）
２日（金）19：30～　８日（木）14：30～
違反（120分）
５日（月）18：30～
初回（120分）
13日（火）13：30～

お知らせ

国民健康保険健康優良家庭表彰

依
頼
し
た
場
合
の
み
の
条
件
で

断
っ
た
ら
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
な
ど

を
請
求
さ
れ
た
。
作
業
後
に
追
加

料
金
を
請
求
さ
れ
、
見
積
金
額
の

２
倍
の
費
用
を
請
求
さ
れ
た
。
あ

る
は
ず
の
貴
重
品
が
あ
っ
た
か
聞

い
て
み
る
と「
何
も
な
か
っ
た
」

と
言
わ
れ
た
。傷
が
な
か
っ
た
壁・

床
に
新
し
い
傷
が
つ
い
て
い
て
業

者
か
ら
は
説
明
も
な
か
っ
た
。

　
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
た
め
に

次
の
事
前
確
認
が
必
要
で
す
。

①
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
料
金
は
業
者

に
よ
っ
て
違
う
の
で
複
数
社
か
ら

見
積
も
り
を
取
り
、
慎
重
に
事
業

者
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

②
見
積
も
り
依
頼
時
に
キ
ャ
ン
セ

ル
料
の
有
無
な
ど
を
必
ず
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
追
加
請
求
が
発
生
す
る
か
し
な

い
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

④
可
能
な
場
合
は
作
業
に
立
ち
会

い
、
不
可
能
な
場
合
は
、
貴
重
品

な
ど
を
探
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
伝

え
ま
し
ょ
う
。

⑤
事
前
に
室
内
の
写
真
を
撮
り
、

見
積
も
り
時
に
室
内
外
養
生
を
す

る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
賃
貸
物

件
の
場
合
は
早
急
に
退
去
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

⑥
残
し
て
お
く
遺
品
と
処
分
す
る

遺
品
を
明
確
に
分
け
て
お
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
5
）

不
正
軽
油
は
犯
罪
で
す

　
北
海
道
で
は
、不
正
軽
油
を「
作

ら
な
い
」「
売
ら
な
い
」「
買
わ
な

い
」「
使
わ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、

関
係
団
体
と
と
も
に
不
正
軽
油
撲

滅
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

必
ず
チ
ェ
ッ
ク　
最
低
賃
金　

使
用
者
も
労
働
者
も

　
10
月
１
日
か
ら
の
最
低
賃
金
は

８
３
５
円
で
す
。

　
北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用

者
及
び
そ
の
事
業
所
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含

む
）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
悪
質
商
法
、
振
り
込
め
詐
欺
な

ど
に
よ
る
消
費
者
被
害
を
未
然
に

防
げ
る
よ
う
啓
発
用
パ
ネ
ル
の
展

示
を
行
い
ま
す
。

■
日
　
時　
11
月
７
日（
水
）
～

11
月
14
日（
水
）
※
最
終
日
の
み

12
時
ま
で

■
場
　
所　
役
場
町
民
ロ
ビ
ー
、

洞
爺
総
合
支
所
ロ
ビ
ー

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

３
０
０
５
）

い
ま
す
。

　

不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
が

あ
れ
ば「
不
正
軽
油
1
1
0
番
」

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
0
8
0－

8
0
0
2－

1
1
0
）
ま
で
。

■
問
合
せ　

胆
振
総
合
振
興

局
課
税
課
事
業
税
関
税
係（
☎

0
1
4
3－

24－

9
5
8
2
）

消
費
者
啓
発
パ
ネ
ル
展

の
開
催

　洞爺湖町に在住し国民健康保険に加入している世帯で、保険税を完納し、まったく病院に
かからなかった健康優良家庭に贈られます。これからも元気で健やかにお過ごしください。

●14年	 ▷宮下洋一さん▷佐藤和光さん
●13年	 ▷賀上敏洋さん
●11年	 ▷阿部順一さん
●10年	 ▷武川春代さん
●７年	 ▷加藤良一さん
●６年	 ▷髙橋雅之さん▷齋藤裕一さん▷植西和枝	
	 さん▷大平隆盛さん▷打田正幸さん
●５年	 ▷丸井民子さん▷藤井由美子さん▷関村美	
	 保子さん▷和田泰光さん▷渡邊繁美さん
●４年	 ▷林勝子さん▷間明忠義さん▷白川晋策さん
●３年	 ▷中田重子さん▷賀上光洋さん▷宮崎太洋	
	 さん▷吉田親司さん
●２年	 ▷磯野憲子さん▷野坂とし子さん▷高橋か	
	 ねよさん▷馬場和美さん▷髙橋喜代子さん	
	 ▷平間大介さん▷舘岡悟さん▷大手輝義さ	
	 ん▷表芳幸さん▷川村秀昭さん▷嶽石忠廣	

	 さん▷佐藤実さん▷松岡春夫さん
●１年	 ▷尾崎秀弘さん▷田中利一さん▷西岡順市	
	 さん▷毛利トヨさん▷長谷川雅志さん▷堤	
	 裕志さん▷工藤錦逸さん▷吉田博子さん▷	
	 菊地恵子さん▷阿部啓子さん▷高橋榮三郎	
	 さん▷小林春男さん▷岸洋美さん▷米澤加	
	 奈子さん▷佐藤勝雄さん▷吉田敏治さん▷	
	 俊正洋子さん▷秋山吉一郎さん▷阿部實さ	
	 ん▷浦井勇二さん▷清川稲子さん▷岡田ヒ	
	 デ子さん▷小山敏明さん▷中島紀子さん▷	
	 毛利納さん▷秋山功司さん▷大西ユリ子さ	
	 ん▷竹内ひろみさん▷辻年男さん▷猿田勲	
	 さん▷山田英彦さん▷佐藤つぐみさん▷伊	
	 比美香子さん▷蒔苗弘さん▷影浦吉文さん	
	 ▷福島哲郎さん▷森幸男さん▷二ノ宮仁男	
	 さん▷橋浦仁さん
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行
　
政

募
　
集

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

相
　
談

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
」
開
催

　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

　
平
成
30
年
度
洞
爺
湖
町
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

洞
爺
湖
町
の
発
展
に
功
績
の

あ
っ
た
人
、
各
分
野
に
お
い
て
貢

献
の
あ
っ
た
人
に
対
し
て
表
彰
状

の
授
与
を
行
い
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
出
席
に
よ
り

■
募
集
種
目　
自
衛
官
候
補
生

■
対
　
象　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
男
女

■
締
　
切　
11
月
13
日（
火
）
ま
で

■
試
験
日　
11
月
18
日（
日
）
～

20
日（
火
）
の
い
ず
れ
か
１
日

■
問
合
せ　

防
衛
省
自
衛
隊
札

幌
地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域

事
務
所（
☎
0
1
4
3－

44－

9
5
3
3
）

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
、
家
庭
で

生
活
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
、

自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
養
育
す

る
の
が
里
親
制
度
で
す
。

　
養
育
に
適
し
た
環
境
に
住
ん
で

い
て
、
子
ど
も
へ
の
理
解
と
愛

情
、
養
育
に
対
す
る
熱
意
の
あ
る

人
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
里
親
に
な
り
た
い
人
、
里
親
制

度
や
要
件
な
ど
を
詳
し
く
知
り
た

い
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ　

北
海
道
室
蘭
児
童

相
談
所（
☎
0
1
4
3－

44－

4
1
5
2
）

　
洞
爺
湖
町
出
身
で
東
京
近
辺
に

在
住
し
て
い
る
皆
さ
ん
と
の
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
で
関
東
近
郊
に

知
り
合
い
が
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
、

懇
親
会
の
開
催
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。

　
町
民
で
参
加
を
希
望
す
る
場
合

や
懇
親
会
の
詳
細
を
知
り
た
い
人

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時　
11
月
３
日（
土
）
11

時
30
分
～

■
場
　
所　
ラ
イ
オ
ン
銀
座
７
丁

目
店（
東
京
都
中
央
区
銀
座
）

■
問
合
せ　
総
務
課
庶
務
・
職
員

グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
0
）

第
43
回

東
京
あ
ぶ
た
・
と
う
や
湖
会

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
一

環
と
し
て
、
歳
末
助
け
合
い
募
金

が
12
月
1
日
よ
り
始
ま
り
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
歳
末
見
舞

金
贈
呈
事
業
と
し
て
、
町
内
で
年

末
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
生
活
に

支
援
を
必
要
と
す
る
人
へ
民
生
委

員
の
協
力
で
届
け
ら
れ
ま
す
。

　
贈
呈
事
業
は
、
財
源
の
確
保
が

年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

内
容
を
見
直
し
、
今
年
度
か
ら
贈

呈
基
準
の
変
更
と
贈
呈
額
を
減
額

８
０
２
０
健
康
賞
表
彰
式

　

町
で
は
、
い
い
歯
の
日「
歯

科
健
康
教
室
」
で
、
国
と
日
本

歯
科
医
師
会
が
推
進
し
て
い
る

８
０
２
０
運
動
に
基
づ
き
、
80
歳

以
上
の
高
齢
者
で
20
本
以
上
の
自

分
の
歯
を
持
ち
、
長
年
に
わ
た
り

健
康
な
口
腔
環
境
を
維
持
し
て
い

る
人
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

■
日
　
程　
11
月
４
日（
日
）
10

時
～

■
場
　
所　

伊
達
市
保
健
セ
ン

タ
ー

■
対
　
象　
昭
和
13
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
満
80
歳
以
上
の

人
で
、
か
か
り
付
け
の
歯
科
医
師

の
推
薦
ま
た
は
自
薦
の
人

　
併
せ
て
、
室
蘭
歯
科
医
師
会
か

ら
８
０
２
０
賞
も
贈
ら
れ
ま
す
。

　
自
薦
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
共
　
催　
室
蘭
歯
科
医
師
会

■
問
合
せ　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

さ
わ
や
か（
☎
76－

4
0
0
6
）

し
て
い
ま
す
。
贈
呈
に
は
、
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
、

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
募
金
運
動
の
趣
旨
を
理
解

と
賛
同
を
い
た
だ
き
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

◆
全
国
地
域
安
全
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す

■
運
動
期
間　

10
月
11
日（
木
）

～
20
日（
土
）

■
運
動
重
点

①
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防

止②
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

◆
10
月
11
日
は「
安
全
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
の
日
」
で
す

　
期
間
中
は
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
日

伊
達
警
察
署
か
ら

祝
福
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
表

彰
式
に
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時　

11
月
３
日（
土
祝
）

10
時
～

■
場
　
所　
洞
爺
湖
町
役
場
防
災

研
修
ホ
ー
ル

■
問
合
せ　
総
務
課
庶
務
・
職
員

グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
0
）

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

へ
の
お
願
い

自
衛
官
募
集

平
成
30
年
度

洞
爺
湖
町
表
彰
式

支
所（
☎
82－

５
１
８
５
）

共
同
募
金
洞
爺
湖
町

委
員
会
本
所（
☎
76－

４
３
６
３
）
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お知らせ

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故楽木忠さん
■９月 10日死去■ 82歳■遺族は信子さん■入１区

故寺島幹子さん
■９月 10日死去■ 72歳■遺族は勉さん■虻２区

故堀井美保子さん
■８月 16日死去■ 73歳■遺族は臼田孝二さん■虻６区

故田中徳雄さん
■８月 24日死去■ 78歳■遺族は英徳さん■温４区

故沼田松夫さん
■９月６日死去■ 74歳■遺族は露子さん■入１区

故岩佐きくさん
■９月７日死去■ 88歳■遺族は義人さん■かっこう台区

故坂上キクさん
■９月 11日死去■ 92歳■遺族は真治さん■泉区

８月20日から９月19日届出分

　窓口へ届出があり、広報紙への掲載を承諾
した人を掲載しています。

風
立
つ
や
終
の
棲
家
の
こ
ぼ
れ
萩

　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
風　

長
夜
明
け
お
ん
ど
り
鳴
い
て
農
仕
事

　
　
　

小
笠
原
勇　
　
　
　

向
日
葵
に
遊
ぶ
雀
や
ひ
と
り
の
餉

　
　
　

矢
野
知
子　
　
　

大
太
鼓
ひ
と
打
ち
秋
の
雲
払
ふ

　
　

菅
原
敏
子　
　

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

９
月
定
例
会

寄
　
付

無
料
法
律
相
談
会
開
催

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。定
員（
３

人
）に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
日
　
時　

①
10
月
18
日（
木
）

②
11
月
１
日（
木
）
13
時
30
分
～

15
時

■
場
　
所　

①
洞
爺
湖
町
役
場

②
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

■
担
　
当　
①
高
村
真
人
弁
護
士

（
む
ろ
ら
ん
法
律
事
務
所
）
②
林

正
樹
弁
護
士（
伊
達
噴
火
湾
法

律
事
務
所
）

■
問
合
せ
　
住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

<

寄
附
物
品>

▽
坂
井
千
枝
さ
ん（
温
３
区
）

▽
杉
本
輝
明
さ
ん（
入
４
区
）

▽
後
藤
信
二
さ
ん（
月
浦
区
）

▽
谷
良
男
さ
ん（
入
１
区
）

▽
飯
尾
利
雄
さ
ん（
入
３
区
）

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
　
時　
10
月
20
日（
土
）・
11

月
17
日（
土
）
９
時
30
分
～
12
時

■
場
　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－

３
５
３
８　

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

　

10
月
15
日
か
ら
始
ま
る「
行
政

相
談
週
間
」
に
合
わ
せ
て﹃
行
政

相
談
所
﹄
を
開
設
し
ま
す
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
が

暮
ら
し
の
中
で
役
所
の
仕
事
に
つ

い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
や
分
か
ら

な
い
こ
と
を
公
平
な
立
場
で
問
題

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

＜

虻
田
地
区＞

■
日
　
時　
10
月
17
日（
水
）
13

時
～
16
時

行
政
相
談
所
開
設

■
場
　
所　
虻
田
ふ
れ
合
い
セ
ン

タ
ー

＜

洞
爺
地
区＞

■
日
　
時　
10
月
17
日（
水
）
13

時
～
16
時

■
場
　
所　
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容　
登
記
、
供
託
、
戸

籍
、
金
融
、
税
金
、
贈
与
、
道
路
、

年
金
、
法
律
、
労
働
問
題
、
不
動

産
取
引
、官
公
署
へ
の
書
類
提
出
、

行
政
一
般

　
電
話
で
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

■
行
政
相
談
委
員
　
虻
田
地
区　

増
山
和
世（
☎
76－

2
4
4
0
）

／
洞
爺
地
区　

近
藤
利
男（
☎
82

－

5
4
0
9
）

生
活
、
仕
事
、
家
計
の

悩
み
・
困
り
ご
と
相
談
会

　
生
活
費
に
困
っ
て
い
る
、
仕
事

が
中
々
決
ま
ら
な
い
な
ど
の
悩

み
、
困
り
ご
と
の
相
談
を
広
く
受

け
付
け
ま
す
。

　
当
日
、
来
ら
れ
な
い
人
は
電
話

で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
日
　
時　
10
月
23
日（
火
）
13

時
～
14
時

■
場
　
所　

洞
爺
湖
町
役
場

3
0
3
会
議
室

■
問
合
せ　
生
活
就
労
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
い
ぶ
り（
☎
0
1
2
0

－

09－

0
7
8
3
）
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社
会
を
明
る
く
す
る標

語
洞
爺
湖
町
虻
田
地
区
合
同
補
導
委
員
会
は
、

虻
田
地
区
の
各
小・
中・
高
等
学
校
を
通
じ
て

「
社
会
を
明
る
く
す
る
標
語
」
を
募
集
し
、
各

学
校
ご
と
の
優
秀
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

虻
田
小
学
校

虻
田
中
学
校

洞
爺
湖
温
泉
小
学
校

虻
田
高
校

　町内のボランティアサークルなな
かまどの会（坂井千枝会長）は、毎年
恒例となっている雑巾の寄贈を行い
ました。
　９月 13日、坂井会長たち３人がと
うや小学校を訪れ、会員が手縫いし
た雑巾 65枚を山下文人校長に手渡し
ました。

　８月 31日、高橋建設（株）（高橋哲也
社長）は、大原かんがい配水施設「大原
調整池」付近で草刈りボランティアを
行いました。参加したのは、高橋社長
ら約 20人。幅 15㍍、長さ 300㍍のの
り面部分に生える雑草を、電動草刈り
機で刈り取り、その草を積み込みトラッ
クで搬出しました。

高橋建設　草刈りボランティア

ななかまどの会　雑巾寄贈

気
を
つ
け
て

い
の
ち
の
か
え
は　
あ
り
ま
せ
ん

２
年　
遠
藤
花
音

あ
い
さ
つ
は

み
ん
な
う
れ
し
い　
お
ま
じ
な
い

４
年　
四
戸
詩
女

助
け
ず
に

見
て
る
あ
な
た
も　
い
じ
め
っ
こ

５
年　
三
枝
く
る
み

あ
い
て
の

気
も
ち
を
考
え
て　
イ
ジ
メ
な
し
‼

２
年　
三
宅
九
十
九

い
じ
め
た
ら

自
分
の
心
も　
メ
ッ
タ
メ
タ

４
年　
土
田
真
心

エ
ブ
リ
デ
ー

明
る
い
気
持
ち　
さ
わ
や
か
に

６
年　
中
南
拓

あ
い
さ
つ
は心

を
つ
な
ぐ　
愛
言
葉

１
年　
氏
本
凛

わ
た
し
た
ち

自
然
に
い
か
さ
れ　
生
き
て
い
る

 

１
年　
国
分
沙
弥
香

周
り
見
て悩

む
あ
の
子
が　
す
ぐ
横
に

２
年　
板
垣
蓮　

こ
ん
に
ち
は

輝
く
笑
顔
で　
ハ
ッ
ピ
ー
に

２
年　
宮
北
優
衣　

寝
る
前
は

ス
マ
ホ
い
じ
る
な　
目
が
さ
え
る

３
年　
大
石
圭
吾　

　９月上旬から中旬にかけて、各地域
で神社の祭典が行われ、獅子舞の奉納
や神輿の繰り出しなどで多くの住民
が楽しみました。

神社の祭典
各地域で

洞爺湖神社例大祭

洞爺八幡神社祭典

山下校長に雑巾を手渡す
坂井会長（左から２番目）

草刈りを行う高橋建設の従業員たち



さわやかだより

問合せ　健康福祉センターさわやか （☎ 76-4006）地域包括支援センター（☎ 76-4822）
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誰でもがんになる可能性はあり、加齢に伴いがんに
なる可能性が高くなります。しかし、がん＝「死」

ではなく個々のがんにより生存率に違いはあるもの
の、治る病気になりつつあります。がんは多数の要因
が複雑に重なり合って、長い時間がかかって発生して

　町では年に３回、集団検診を実施
しています。11月の健診は日曜日も
開催します。この機会にぜひお申込
みください。

がんを防ぐ

が を防ぐための12か条ん

くる病気です。これさえ守れば絶対にがんにならない
という方法もありません。しかし、がんのリスクを高
める生活習慣・生活環境・その他の因子が明らかになっ
ていて予防してがんのリスクをできるだけ低く抑える
ことができます。

１ たばこは吸わない

２ 他人のたばこの煙を避ける
→たばこは肺がんだけでなく、胃・膵臓などの多くの部位
のがんのリスクを高めます。吸っている本人だけではな
く、周囲の人にも健康被害をもたらします。

３ お酒はほどほどに
→１日あたりの飲む量は日本酒なら１合、ビールなら大瓶
１本、ワインならボトル１ /３程度です。多く飲んだ日が
あれば、飲まない日（休肝日）を作って量に気をつけましょ
う。

４ バランスのとれた食生活を

５ 塩辛い食品は控えめに
→塩分の摂取量を控えることは胃がん予防だけではなく
高血圧や循環器疾患の予防にも繋がります。塩分摂取量
は１日当たり男性 8g、女性 7g未満が目標です。

６ 野菜や果物は不足にならないように
→野菜や果物を食べるとがんのリスクは低くなります。１
日の中で野菜は小鉢５皿、果物は１皿分が目安になりま
す。

７ 適度に運動
→身体活動が高いと、がんだけではなく心疾患や糖尿病
のリスクも低くなります。1日 60分程度の歩行またはそ
れと同程度の運動を行いましょう。

８ 適切な体重維持
→太り過ぎでも痩せすぎでもがんになるリスクは高くな
ります。BMI｛体重 Kg÷（身長ｍ）²｝は男性で 21～ 27、
女性で 21～ 25の範囲内を目指しましょう。

９ ウイルスや細菌の感染予防と治療
→ B型・C型肝炎ウイルスに感染した人は肝臓がんのピロ
リ菌は胃がんのリスクが高くなります。また、ヒトパピ
ローマウイルスは女性に感染し子宮頸がんの原因になり
ます。

10 身体の異常に気がついたら、すぐに受診を
→やせる、顔色が悪い、貧血がある、下血がある、咳が続く、
食欲がないなどの症状に気がついたら、かかりつけ医を
受診しましょう。

11 正しいがん情報でがんを知ることから
→がんは治る病気になりつつあります。正しいがんの知
識を持ち予防に取り組みましょう。

集団検診 のお知らせ

健康福祉センターさわやか
日　時　11月 11日（日）～ 13日（火）朝６時～

洞爺ふれ愛センター
日　時　11月 14日（水）朝６時～
内　容
がん検診→胃・大腸・前立腺がん
※その他、特定健診、肝炎ウイルス・エキノコックス検診、
ピロリ菌検査も一緒に受けられます。
※乳がん・子宮がんは１月に集団検診を予定しています。
詳しくは、回覧をご覧ください。

がん検診を受けましょう

12 定期的ながん検診を
→がんは症状がなくても、早期がんになっていることもあ
ります。しかし、検診で早期がんをみつけて適切な治療
を行うことでがんによる死を防ぐことができます。また、
がん検診は１回受けて終わりではありません。１回の結
果が「異常なし」であっても、その後にがんができる可能
性はあるため、１年に１回定期的に検診を受けることが
大切なのです。



あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家 （☎ 75-4702）

［時間］10 時～ 15 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
から家読 の

新
刊
案
内

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一　
般＞

▽
生
き
て
い
く
あ
な

た
へ
1
0
5
歳
、
ど
う
し
て
も

遺
し
た
か
っ
た
言
葉
（
日
野
原
重

明
）
▽
が
い
な
も
ん
松
浦
武
四
郎

一
代
（
河
治
和
香
）
▽
爆
身
（
大

沢
在
昌
）
▽
風
は
西
か
ら
（
村
山

由
佳
）
▽
送
り
火
（
高
橋
弘
希
）

▽
フ
ァ
ー
ス
ト
ラ
ヴ（
島
本
理
生
）

▽
日
傘
を
差
す
女
（
伊
集
院
静
）

▽
赤
い
風
（
梶
よ
う
子
）
▽
恋
の

川
、
春
の
町
（
風
野
真
知
雄
）
▽

む
す
び
つ
き
（
畠
中
恵
）
▽
は
る

か
（
宿
野
か
ほ
る
）

＜

児
童
書＞

▽
答
え
の
な
い
道
徳

の
問
題　
ど
う
解
く
？
（
山
崎
博

司
／
木
村
洋
／
二
澤
平
治
仁
）
▽

坂
の
上
の
図
書
館
（
池
田
み
ゆ
る

／
羽
尻
利
門
絵
）
▽
川
の
む
こ
う

の
図
書
館
（
池
田
み
ゆ
る
／
羽
尻

利
門
絵
）
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
ち

て
い
た
ん
け
ん
（
原
ゆ
た
か
）
▽

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
か
い
て
い
た

ん
け
ん
（
原
ゆ
た
か
）
▽
き
ょ
う

の
お
や
つ
は（
わ
た
な
べ
ち
な
つ
）

▽
生
き
も
の
つ
か
ま
え
た
ら
ど
う

す
る
？
（
秋
山
幸
也
）
▽
じ
ゃ
あ

じ
ゃ
あ
び
り
び
り
（
ま
つ
い
の
り

こ
）
▽
ほ
ん
の
に
わ
（
み
や
ざ
き

ひ
ろ
か
ず
）

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

<

一　
般>

▽
組
織
犯
罪
対
策
部

マ
ネ
ロ
ン
室　
引
火
点
（
笹
本
稜

平
）▽
夏
空
白
花（
須
賀
し
の
ぶ
）

▽
能
面
検
事
（
中
山
七
里
）

<

児
童
書>

▽
本
屋
さ
ん
の
ル
ビ

ね
こ（
野
中
柊
／
松
本
圭
以
子
絵
）

▽
星
空
を
届
け
た
い
（
髙
橋
真
理

子
／
早
川
世
詩
男
絵
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

<

一　
般>

▽
海
の
あ
る
奈
良
に

死
す
（
有
栖
川
有
栖
）
▽
人
間
の

煩
悩
（
佐
藤
愛
子
）

＜

児
童
書＞

▽
大
き
な
ボ
ク　

小
さ
な
わ
た
し
（
た
ま
ね
ぎ
）

答えのない道徳の問題　どう解く？
山崎博司・木村洋・二澤平治仁

　どう考えてどう答えたらよいのか難しい
問題ばかりを子どもから大人までみんなで
考えました。各界からの著名人のいろいろ
な意見と共に、大人が考える問いかけへの
意見が載せられていて、とても考えさせら
れる本です。（あぶた読書の家所蔵）

絵本の玉手箱　10 月のおはなし会
■日　時　① 10 月 19 日（金）14 時～ 15 時 30
分 ② 10 月 26（ 金 ）14 時 ～ 16 時 30 分、10 月
29 日（月）、11 月５日（月）10 時～ 11 時 30 分
■場　所　①あぶた読書の家②あぶた母と子の館
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
ピノキオの会　読み聞かせ
■ 日　 時　10 月 16 日（ 火 ）、11 月 9 日（ 金 ）
14 時 30 分～
■場　所　あぶた読書の家
■問合せ　松本（☎ 76-2613）
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vol.７

今月の
リポーター
丹野大樹さん

　
　
爺
湖
町
に
移
り
住
み
2
年
。

　
　
や
っ
と
気
持
ち
が
落
ち
着

き
、
地
に
足
が
付
い
て
き
た
気

が
し
て
い
ま
す
。
大
地
に
生
か

さ
れ
、
自
然
と
共
に
生
き
、
食

の
恵
み
を
実
感
し
な
が
ら
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
東
京
都
に
住
ん
で
い

ま
し
た
が
、
い
つ
か
田
舎
暮
ら

し
を
し
た
い
と
思
い
描
い
て
い

ま
し
た
。
子
ど
も
が
成
長
す
る

に
つ
れ
、
そ
の
思
い
が
膨
ら

み
、
あ
る
き
っ
か
け
で
移
住
を

決
め
ま
し
た
。
近
く
の
お
気
に

入
り
の
森
が
消
え
、
巨
大
な
12

階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が

始
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

　
都
会
で
唯
一
の
緑
は
公
園
で

す
が
、
危
な
い
遊
具
は
撤
去
、

ボ
ー
ル
や
大
き
な
声
禁
止
な

ど
、
制
約
が
多
く
あ
り
ま
す
。

午
前
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
昼
は

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
喫
煙
所
、
午

後
は
小
学
生
が
遊
具
を
占
拠
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
と
い
っ

た
様
子
で
し
た
。
小
学
生
は
公

園
か
ら
学
習
塾
や
習
い
事
へ
向

か
い
、
酔
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

を
目
の
あ
た
り
に
し
な
が
ら
、

夜
遅
く
に
帰
宅
し
ま
す
。
自
分

の
子
ど
も
に
同
じ
よ
う
な
生
活

を
さ
せ
た
く
な
い
気
持
ち
が
強

ま
り
、
教
育
移
住
を
す
る
決
断

を
し
ま
し
た
。

　
今
は
洞
爺
湖
の
大
自
然
に
包

ま
れ
、
春
は
花
を
育
て
、
夏
は

湖
や
海
遊
び
、
秋
は
紅
葉
と
大

地
の
恵
み
を
堪
能
、
冬
は
美
し

い
雪
景
色
や
雪
遊
び
と
存
分
に

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
呼
ば
れ
る
よ
う
に
や
っ
て
来

た
こ
の
洞
爺
湖
。
今
度
は
素
晴

ら
し
い
環
境
へ
迎
え
入
れ
て
く

れ
た
感
謝
の
思
い
を
残
り
半
年

の
業
務
に
生
か
し
、
こ
れ
か
ら

の
仕
事
や
住
ま
い
も
考
え
、
本

格
的
に
こ
の
地
に
根
を
下
ろ
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

洞

今月の
１冊



統
一
標
語

 ﹃
忘
れ
て
な
い
？

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に 

火
の
確
認
﹄

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の　
　
　
　
　

　
　
　
安
全
な
取
り
扱
い

秋
の
火
災
予
防
運
動
実
施

洞爺湖支署（☎ 76-2119）・洞爺出張所（☎ 87-2119）・『火災・救急・救助 119 番』

　
月
15
日
か
ら
31
日
ま
で
の
17

　
日
間
に
わ
た
り
、
全
道
一
斉

に
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
寒

く
な
る
季
節
を
迎
え
、
暖
房
器
具

を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と

に
よ
り
発
生
す
る
火
災
を
防
ぐ
こ

と
が
目
的
で
す
。
火
災
に
よ
る
死

者
を
出
さ
な
い
た
め
に
、今
一
度
、

家
族
全
員
で
火
気
の
取
扱
い
の
話

し
合
い
や
暖
房
器
具
な
ど
の
チ
ェ

ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
消
防
署
で
は
期
間
中
、

車
両
広
報
や
消
防
サ
イ
レ
ン
の
吹

鳴
な
ど
、
安
全
で
安
心
な
街
づ
く

り
を
目
指
し
、
各
種
行
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

10

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
で
は

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
　
　
開
設
し
て
い
ま
す

　
各
種
試
験
案
内
・
講
習
会
の
お

知
ら
せ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設

置
や
消
火
器
点
検
内
容
、
各
種
届

出
・
申
請
様
式
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
西
胆
振
行
政
事
務
組

合
消
防
本
部
は
、
広
報
発
信
の

た
め
公
式
F
a
c
e
b
o
o
k

を
開
設
し
ま
し
た
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
コ
メ
ン
ト
の
応
答
、

F
a
c
e
b
o
o
k
上
か
ら
の

緊
急
通
報
や
出
動
要
請
は
一
切
受

付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
問
合
せ
な
ど
に
つ
い
て

は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://nfd119.sakura.ne.jp/

　
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
季
節

が
変
わ
り
一
段
と
冷
え
込
む
季
節

に
な
り
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

暖
房
機
器
を
使
用
す
る
機
会
が
多

く
な
り
、
暖
房
機
器
か
ら
の
火
災

の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。

　
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
、

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
使
用
時
の
注
意
事
項

①
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
近
く
に
、
紙

や
衣
類
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ヘ
ア
ス
プ

レ
ー
な
ど
の
引
火
の
危
険
性
が
あ

る
も
の
を
使
用
し
な
い
。

③
ス
ト
ー
ブ
の
真
上
に
洗
濯
物
を

干
さ
な
い
。

④
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
ス
ト
ー
ブ
と

接
触
し
な
い
よ
う
に
、
距
離
を
離

し
て
使
用
す
る
。

■
使
用
方
法
な
ど

①
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
給
油
す
る

と
き
は
、
火
を
消
し
て
か
ら
行

う
。

②
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も

の
は
、
給
油
後
、
タ
ン
ク
の
ふ
た

を
確
実
に
閉
め
る
。

③
煙
突
は
金
属
の
支
線
（
針
金
な

ど
）
を
使
用
し
て
固
定
す
る
。

④
就
寝
時
や
外
出
時
に
は
、
火
が

完
全
に
消
火
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

⑤
使
用
す
る
前
に
は
、
十
分
な
点

検
・
整
備
を
行
い
、
故
障
し
て
い

る
場
合
は
専
門
業
者
へ
修
理
を
依

頼
す
る
。
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災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
、
消
防
車
が
災
害
出
動
し

た
場
合
に
自
動
音
声
に
よ
る
災
害

案
内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
災
害

案
内
の
問
合
せ
は
︻
災
害
案
内

0
1
4
2

－

23

－

7
1
7
1
︼

と
な
り
ま
す
の
で
、
間
違
い
の
な

い
よ
う
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
乾
電

池
で
動
い
て
い
ま
す
。
火
災
を
感

住
宅
火
災
を
知
ら
せ
る
警
報
器
！

取
替
え
時
期
は
？

知
す
る
た
め
常
に
作
動
し
て
い

て
、
そ
の
電
池
の
寿
命
目
安
は
約

10
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
適
切
に

機
能
す
る
た
め
に
は
、
維
持
管
理

が
重
要
で
す
。「
い
ざ
！
」
と
い

う
と
き
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
が

適
切
に
作
動
す
る
よ
う
、
火
災
予

防
運
動
の
季
節
に
は
、
定
期
的
な

動
作
確
認
と
警
報
器
の
電
池
交
換

を
す
る
よ
う
習
慣
づ
け
ま
し
ょ

う
。



ジオパーク通信

第 75号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

洞爺湖町役場内
☎（0142）74-3015ジオパーク通信

洞爺湖有珠山ジオパークだより

　洞爺湖周辺の実り豊かな大地をもっと宣伝したい！という思いから生まれた、洞爺湖町オリジナルエコバッグ
「大地のポケット」（３種類のいずれか１枚）を抽選で６名にプレゼントします。ぜひ、このバッグを持ち歩いて
「世界ジオパークの町」の宣伝にご協力ください！
　ご希望の人は、はがきかファクス、もしくはＥメールで、下記内容をご記入のうえご応募ください。10 月分
の締切は 10 月 31 日（水）の消印まで有効です。当選は発送をもってかえさせていただきます。
　※一度当選された人は対象となりませんのでご留意ください。

「大地の物語」を PR！オリジナルエコバッグで
抽選で当たる !!

洞爺湖町

１．応募者の名前　２．連絡先電話番号
３．届け先の住所　　　　　　　　　 　　　４．ジオクイズの答え
＜ジオクイズ＞
遡上する鮭を捕獲する施設は〇〇〇〇〇〇水車！
の○○に当てはまるカタカナ 6 文字はなんでしょう？

～ 応募先 ～　〒 049-5692
洞爺湖町栄町 58 番地　洞爺湖町役場ジオパーク推進課
※ファクスは　Fax 76-4727 まで　
※Ｅメールは　info@toya-usu-geopark.org　まで

（洞爺湖町内に限ります）

※答えはこのジオパーク通信内にあります。よ～く読んで答えてね。

図柄は絵本『11 万年のうえの一日』から、　
「小幌海岸」「リンゴ畑」「洞爺湖温泉」の 3
種類。※図柄の指定はできません

バッグのサイズは横幅
35㎝、まち幅は約 12
㎝です。

　豊浦町にあるインディアン水車は、貫気別 ( ぬっきべつ ) 川に遡上する鮭を捕獲するための施設です。川から
水車までの水路がガラス張りになっているので、最後の力を振り絞って遡上してきた鮭の雄姿を目の前で観察す
ることができます。頭が大きく鼻先が尖っているのがオス、それに比べ頭が小さくて曲線的なのがメスです。自
然保護のため捕獲された鮭はふ化場に運ばれ採卵、受精し、ふ化した稚魚が毎年放流されています。アクセス方
法は国道 37 号線を伊達から函館方面に向かい、豊浦市街地を過ぎたあたりの道道 702 号線に右折、約１km 直
進すると右側に無料駐車場がある見学無料の施設です。遡上は９月から始まり 10 月が最盛期ということで、こ
の時期おすすめのジオサイトです。秋のドライブやサイクリングで訪れてみてはいかがでしょう！
　そして、その駐車場内に豊浦町の新たな観光名所、地元食品を加工販売する施設「すいしゃ」がオープンしま
した。コーヒーやソフトクリーム、軽食が味わえるほか、道内在住作家が制作する小物の展示販売もしています。

豊浦町インディアン水車公園
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秋のおすすめドライブ・ツーリング情報

　　「すいしゃ」
営業　９時～ 16 時
定休　水曜
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28 日（日） ジオの恵みフードスクール

30 日（火）

脳の健康教室
9：30 ～ 11：15
健康福祉センター（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

津波防災地域づくり講演会 in 室蘭
17：00 ～ 20：10
室蘭市民会館（☎ 011-231-4111 ＜北海道建設部

建設政策局施設防災グループ＞）

31 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

11月1日（木） 無料法律相談会

２日（金）

洞爺地区健康相談
９：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

2 日（金）～
4 日（日）

洞爺湖町民文化祭 < 展示部門 >
洞爺総合センター（☎ 090-1640-9677< 藤川 >）

3 日（土）
平成 30 年度洞爺湖町表彰式
洞爺湖町総合文化祭 < 町民囲碁大会 >

地域交流センター（☎ 72-2761< 葛西 >）
4 日（日）～

17 日（土）
町民ギャラリー岡田春夫「流木アート展」

６日（火）
脳の健康教室

9：30 ～ 11：15
健康福祉センター（☎76-4363<社会福祉協議会>）

９日（金）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

10 日（土）

第 25 回洞爺湖子ども芸術文化フェスティバル
10：00 ～ 11：30
洞爺湖文化センター（☎ 82-5051 ＜とうや小学校

内洞爺湖子ども芸術文化フェスティバル実行委員会＞）
特別文学企画朗読音楽会「ロバのおうじ」兎ゆう（朗読）・永
田斉子（リュート演奏・演出）
洞爺湖町総合文化祭 < 虻田吹奏楽団演奏会 >

虻田ふれ合いセンター（☎ 76-2761< 葛西 >）

11 日（日）
～ 13 日（火）

特定健診、胃・大腸前立腺がん検診、肝炎・エキノコッ
クス検診、ピロリ菌検査

６：00 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

14 日（水）
特定健診、胃・大腸前立腺がん検診、肝炎・エキノコッ
クス検診、ピロリ菌検査

６：00 ～
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

17 日（土） 町民感謝祭

時間

10月10日（水）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

げんきクラブ
13：30 ～ 15：30
洞爺温泉病院（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

11 日（木）
子育てセミナー④

10：00 ～ 11：30
健康福祉センター（☎76-2008<子育て支援センター>）

12 日（金）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

15 日（月）
第 13 回洞爺湖町高齢者運動会

９：30 ～ 14：30
あぶた体育館（☎74-3001<健康福祉課福祉・高齢者グループ>）

15 日（月）
～ 17 日（水）

脳ドック
８：15 ～ 15：15
健康福祉センター（☎ 76-4006）

17 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

行政相談所

18 日（木）

1.6 歳児・３歳児健診
12：30 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

コグニの集い
13：30 ～ 15：30
洞爺駅交流センター２階（☎ 76-4363< 社会福祉協議会 >）

無料法律相談会

19 日（金）

洞爺地区健康相談
９：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

親子ふれあい遊び
10：00 ～ 11：30
地域交流センター（☎ 76-2008 ＜子育て支援センター）

20 日（土）

とうやこケアネットワーク講演会
13：00 ～ 15：15
洞爺湖文化センター（☎76-4822＜地域包括支援センター＞）

お月見・ハロウィングッズ作り
９：30 ～ 12：00
洞爺湖ビジターセンター・火山科学館（☎ 75-2555）

行政に関わるくらしの無料相談会
20 日（土）

～ 21 日（日）
洞爺湖町総合文化祭 < ステージ部門 >

虻田ふれ合いセンター（☎ 72-2761< 葛西 >）

21 日（日）
秋のお菓子作り

10：00 ～ 12：00
洞爺財田自然体験ハウス（☎ 82-5999）

21 日（日）
～ 31 日（水）

2018 日・韓・中の史録集発刊記念〔友好の形〕併催展
９：00 ～ 17：30（最終日のみ 15：00 まで）
洞爺湖観光情報センター（☎ 090-1387-0420 ＜

国際芸術協会　高尾桂）
21 日（日）～
11 月３日（土）

町民ギャラリー「華麗な秋の盆栽」展　長崎保英＆中川哲
治さんの丹精込めた盆栽展

23 日（火）
脳の健康教室

９：30 ～ 11：15
健康福祉センター（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

生活、仕事、家計の悩み・困りごと相談会

24 日（水）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
洞爺保育所（☎ 82-5559）

献血
虻田地区

げんきクラブ
13：30 ～ 15：30
健康福祉センター（☎ 76-4006）

26 日（金）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

乳児健診
12：50 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

母と子の館の日・ハロウィンパーティー
14：00 ～ 16：30
あぶた母と子の館（☎ 74-3010< 社会教育課 >）

27 日（土）
口腔がん検診

14：00 ～ 16：30
健康福祉センター（☎ 76-4006）

27 日（土）～
29 日（月）

洞爺湖町総合文化祭 < 展示部門 >
あぶた体育館（☎ 76-2761< 葛西 >）

27 日（土）～
11 月 30 日（金）

洞爺湖芸術館コレクション企画　ビエンナーレ特別展－
私の好きな作品展－

場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダー

ピックアップイベント
洞爺湖芸術館からのお知らせ
①洞爺湖芸術館コレクション企画　ビエンナーレ特別展－私の好きな
作品展－
■日　時　10 月 27 日（土）～ 11 月 30 日（金）10 時～ 16 時（受付は 30 分前）
■場　所　洞爺湖芸術館２階
◆期間中イベント
ギャラリートーク「立体表現の現在－裸体彫刻からロボットまで」
本郷新記念札幌彫刻美術館・館長寺嶋弘道氏
■日　時　10 月 27 日（土）14 時～ 15 時 30 分
■場　所　洞爺湖芸術館２階
■定　員　先着 50 人（要予約）
■料　金　観覧料でお聞きいただけます。（洞爺湖町民は無料）
②町民ギャラリー「華麗な秋の盆栽」展　長崎保英＆中川哲治さん
の丹精込めた盆栽展
■日　時　10 月 21 日（日）～ 11 月 3 日（土）10 時～ 16 時
■場　所　洞爺湖芸術館１階　町民ギャラリー室
③町民ギャラリー岡田春夫「流木アート展」
■日　時　11 月４日（日）～ 11 月 17 日（土）10 時～ 16 時
■場　所　洞爺湖芸術館１階町民ギャラリー室
④特別文学企画朗読音楽会「ロバのおうじ」兎ゆう（朗読）・永田
斉子（リュート演奏・演出）
■日　時　11 月 10 日（土）14 時～ 15 時 30 分
■場　所　洞爺湖芸術館２階
■定　員　先着 50 人（要予約）
■参加料　観覧料でご覧いただけます。（洞爺湖町民は無料）
■問合せ　洞爺湖芸術館（☎ 87-2525）

町民感謝祭
　町内の特産品を特価にて販売するほか、恒例のもちまきなど楽し
いイベントが盛りだくさんです。ぜひ、ご来場ください。
■日　時　11 月 17 日（土）10 時～ 14 時
■場　所　役場庁舎前駐車場
■問合せ　産業振興課（☎ 74-3005）

ピックアップイベント
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ピックアップイベント詳
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ピックアップイベント詳

p13詳
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日
見
て
い
る
の
に
窓
か
ら
見

　
　
え
る
洞
爺
湖
の
美
し
い
景
色

に
感
動
し
て
し
ま
い
ま
す
。
訪
れ

る
人
に
は
湖
畔
の
近
く
に
泊
ま
っ

て
、
１
日
の
時
間
の
流
れ
を
肌
で

感
じ
て
ほ
し
い
で
す
」

　

洞
爺
湖
の
魅
力
を
語
る
の
は
、

６
月
26
日
に
洞
爺
地
区
に
あ
る
自

宅
を
改
装
し
、
簡
易
宿
所
と
し

て
、
湖
畔
沿
い
に
あ
る
個
室
３

室
の
小
さ
な
宿
「
チ
ャ
シ
バ
ク

I
N
N
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
田
中

陽
介
さ
ん
。
１
階
が
ド
ー
ナ
ツ
店

で
、
２
階
が
宿
に
な
っ
て
い
ま

スポットライト

Spotlight

チャシバク INNをオープン

田 中 陽 介さん

profi le
昭 和 56 年 12 月 14 日 生 ま れ。
趣味は旅行や温泉めぐり。休みの
日は、夏にはカヌー、冬はスノー
ボードなど季節ごとの自然を楽し
んでいる。洞爺第３在住。36 歳。

す
。
夫
婦
と
も
に
旅
行
好
き
で
、

い
ろ
い
ろ
な
宿
に
泊
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
「
自
分
た
ち
が
泊
ま
り

た
い
宿
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て

い
ま
す
。

　
京
都
府
出
身
で
、
高
校
を
卒
業

後
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
大
学

へ
進
学
。
そ
の
後
、
留
寿
都
村
に

あ
る
リ
ゾ
ー
ト
施
設
の
ホ
テ
ル
に

就
職
し
、
北
海
道
で
暮
ら
し
を
始

め
ま
し
た
。
子
ど
も
の
誕
生
と
、

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
が

人
生
を
見
つ
め
直
す
転
機
に
な
り

ま
し
た
。

　
「
大
き
な
自
然
災
害
が
い
つ
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
。
い
つ
、
何

が
起
こ
っ
て
も
良
い
よ
う
に
、
好

き
な
場
所
で
、
後
悔
の
な
い
生
活

を
し
た
い
」
と
暮
ら
し
方
や
働
き

方
を
考
え
た
と
言
い
ま
す
。

　
自
分
が
好
き
な
場
所
で
暮
ら
し

た
い
と
い
う
強
い
思
い
で
、
キ
ャ

ン
プ
で
よ
く
訪
れ
て
い
た
洞
爺
湖

町
へ
2
0
1
3
年
に
移
住
。

　
「
素
晴
ら
し
い
自
然
や
の
ど
か

な
雰
囲
気
、
住
み
や
す
さ
な
ど
が

決
め
手
と
な
り
ま
し
た
」

　
偶
然
に
も
移
住
し
た
家
が
元
民

宿
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
自
身

が
ホ
テ
ル
業
に
長
年
勤
務
し
て
い

た
経
験
も
あ
り
、
宿
泊
施
設
を
営

む
決
意
を
持
ち
、
会
社
を
辞
め
ま

し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
準
備
と
し
て
、
自
ら

の
手
で
約
１
年
か
け
て
、
宿
泊
部

屋
や
階
段
な
ど
内
装
の
改
装
を
行

い
ま
し
た
。

　
「
今
後
は
客
室
を
さ
ら
に
増

や
す
予
定
で
す
。
チ
ャ
シ
バ
ク

I
N
N
の
良
さ
を
発
信
す
る
だ

け
で
な
く
、
洞
爺
地
区
を
は
じ
め

と
し
た
洞
爺
湖
町
の
見
所
を
発
信

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
す
。

洞
爺
を
訪
れ
る
人
た
ち
の
受
け
皿
に

　
　
　
　
　
洞
爺
湖
の
魅
力
を
発
信
し
た
い

毎

「

東奔西走
　　ポットライトで取材した田中さん。取材をして、生き方
　　がとても素敵で尊敬できる人だと感じました。自分の人
生について考えるいいきっかけとなりました。（C.K）
　　月号の表紙を飾ったのは、大玉水中花火５連発。５色の
　　花火がとても綺麗で大迫力でした。胆振東部地震の影響で
観光にも影響が出ています。洞爺湖町はもちろん、北海道全体
が早く元気になってくれることを願っています。（H.S）

ス

今
元気あふれる

本町・入江保育所合同運動会

ワンショット今月の




